
平成28年度　国立研究開発法人日本医療研究開発機構
医薬品等規制調和・評価研究事業
「効率的な治験の実施に資するGCPの運用等に関する研究」班シンポジウム
－医師主導治験・臨床研究を通じた
医療イノベーション実現に向けて－
日　　時　：平成29年3月21日（火）　10:00-16:30
場　　所　：東京医科歯科大学M&Dタワー　鈴木章夫記念講堂
http://www.tmd.ac.jp/outline/campus-map/index.html
10:00-10:10　開会の言葉
　　　　　　　　渡邉裕司（浜松医科大学／国立国際医療研究センター）
10:10-10:30　挨拶
　　　　　　　　吉田易範（AMED臨床研究・治験基盤事業部）
　　　　　　　　川西　徹（AMED　医薬品等規制調和・評価研究事業プログラムPD）
10:30-11:00　特別講演：医療イノベーションの実現に向けて
　　　　　　 　座長：渡邉裕司（浜松医科大学／国立国際医療研究センター）
森　和彦（厚生労働省）

11:00-12:00　セッッション1:規制との調和、効率的な運用
　　　　　　　座長： 大津　敦（国立がん研究センター東病院）
拡大治験と患者申し出療養への対応：森豊隆志（東京大学医学部附属病院）
医師主導治験の効率的な運用を目指して：佐藤暁洋（国立がん研究センター東病院）
ICH－GCPの改訂と今後の対応：佐藤岳幸（医薬品医療機器総合機構）
12:00-13:00　昼食
13:00-14:00　セッッション2:成功事例から学ぶ
　　　　　　座長：小池竜司（東京医科歯科大学）・熊谷雄治（北里大学医学部）
ミトコンドリア創薬：阿部高明（東北大学大学院医工学研究科）
ドラッグリボジショニングによる小児難治性肝疾患の医薬品開発：
林  久允 (東京大学大学院薬学系研究科)
14:00-14:20　休憩

14:20-16:20　セッッション3:医療イノベーション実現に向けての課題と取り組み
　　　　　　　座長： 楠岡英雄（国立病院機構）・花岡英紀（千葉大学医学部附属病院）
製薬企業の視点：国忠　聡（日本製薬工業協会　医薬品評価委員会）

患者が期待すること：山口育子（COML）
臨床研究中核病院の立場から：山本洋一（大阪大学医学部附属病院）
ナショナルセンターの立場から：飯山達雄（国立国際医療研究センター）
非臨床研究中核病院／非ナショナルセンターの立場から：小田切圭一（浜松医科大学）
特別発言：西川政勝（三重大学医学部）
16:20-16:30　閉会の言葉
  　　　　　　 楠岡英雄（国立病院機構）
連絡先：浜松医科大学臨床薬理学講座内シンポジウム事務局
〒431-3192 　浜松市東区半田山1-20-1
　               TEL：053-435-2385　FAX：053-435-2386
E-mail：hisho@hama-med.ac.jp
参加費無料


当日先着順受付











